
２階ライブラリー



自分のままでいられない、学校がきら
いな主人公、”うま”の物語。
学校生活の中で、自然と分けられる
男の子、女の子の区別。自分はそのど
ちらもしっくりこず、自分らしくいたいうま
は、教室の中で起こる、「女っぽい、女
みたい」のいじりや、男らしくないと仲間
になれない雰囲気に、馴染めずにいま
す。
しかし、あることがきっかけで、嫌い
だった学校生活が変わっていきます。
男でも女でもないという感覚、ノンバイ
ナリーというセクシュアリティをテーマに
書かれた作品です。
児童書ですが、大人の方にもオススメ
です。

女性の社会進出に伴い、仕事やプラ
イベートに充実した日々を送り、「結婚
しなければいけない理由がないから、
非婚でありたい」と考える女性も増えて
います。
自分で選択した非婚なのに、周囲から
は「いつかは結婚」、「そのうち子どもが
ほしくなる」などのいずれは結婚する未
婚女性として扱われてしまうモヤモヤ
を書き上げています。
「結婚する自由があるように」、「結婚
しない自由」という選択肢だってあって
もいいはずと、非婚主義を掲げる著者
の日常を綴っています。女性の生き方
の自由さを感じる作品です。

自分の”好き”を大切にして、ビジネスを
起業した女性たちの１００の事例が収載
されています。
ネイルサロン、雑貨輸入業、ビーズとボ
タンの店、民族画のディーラー、傘ブラ
ンド、肉まん専門店など、自分の好きを
追及した起業のインタビュー、アンケート
が紹介されています。
ビジネスになるなんて思わなかった、あ
なたの”好き”が、もしかしたらスモール
ビジネス起業につながるかもしれませ
ん。
起業した女性たちに起こった、起業前
後の心の葛藤や、物理的問題とその解
決も取り上げており、起業に興味のある
方におすすめの１冊です。

関東大震災から１００年、残された記録
をもとに、災害時の女性支援のあり方、
女性団体のあゆみがまとめられていま
す。
関東大震災当時、ジェンダーという概念
がない時代に、多くの女性たちが集ま
り、女性被災者支援に奮闘し、乳幼児
のミルクの配布や、衣食住、子育て、仕
事などの支援を行いました。
被災女性のニーズに寄り添った支援
は、現代の災害支援でも重要視されて
いる、女性の視点にたった災害支援に
も通ずる部分があります。
ジェンダーの視点から、関東大震災、震
災支援を読み解く１冊です。
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